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新年明けましておめでとうございます

旧年中は大変お世話になりありがとうございまし

た。

お陰様で、当協会のPRはかなり進みました。日

本財団のブログマガジンにも私達の活動が紹介され

ております。「海の森づくり」をインターネットで

検索していただくと、当協会関係の情報が数百件直

ぐに読み取れるようになりました。当協会のホーム

ページのアクセスもこの10ヶ月間で3,000以上に上り

ました。ホームページのTOPをご覧頂くと、年２回

のニュースレターの発行の他、2010年１月１日から

の御知らせには、当協会関係の記事が、「水産週報

１月１日号」、「FRONT MOOK第4４号」、「養殖３

月号、８月号」、季刊「しま　第221号」、月刊「漁

業と漁協　５月号、10月号、2011年１月号」、「Ship

& Ocean Newsletter第245号」に掲載されました。

2008年度より、日本農産工業株式会社から企業の社

会貢献寄付を頂いている他、2010年１月には、水産

ジャーナリストの会の2009年度賞を受賞し、２月に

は、「エコポイント」交換事業者全国たまご商業協

同組合・３月には三井住友グループ「MSIGスマイ

ルハートクラブ」の寄付先に指定され、７月には、

第12回ジャパン・インターナショナルシーフードシ

ョーの同時開催セミナーで「海の森づくり」を話す

機会に恵まれました。さらに、７月の「第７回海の

森づくりシンポジウム：海と森の共生」は盛会裡に

開催され、その内容は、財）地球・人間環境フォー

ラム発行の「グローバルネット９月号と10月号」に

特集として取り上げられました。

当協会のホームページからは、関連する日本海藻

協会、社）海洋産業研究会、財）海洋政策研究財団、

その他リンク団体の最新情報が簡単に読み取れま

す。

しかしながら、2010年度に向けた助成申請をセブ

ン・イレブン緑の基金、三井物産環境基金（２回）、

日本財団（２件）、パナソニックNPOサポート基金、

あきたスギッチファンドに対して７件挑戦しました

が、全て不採用でした。その結果、当協会の財政は

窮地に立たされております。最近の傾向として、各

種基金や財団への助成申請数が増加しており、その

獲得競争はますます厳しくなっているようです。

必要最低限の管理運営費は会費収入をもって賄え

るよう、特別賛助会員・正会員・個人団体賛助会員

の募集に精力を注入することが求められています。

2011年度は、当協会にとって財政再建の年です。

皆様方の温かい御支援・御協力を賜りますようお

願い申し上げ年頭のご挨拶とさせていただきます。

──ごあいさつ──
海の森づくり推進協会　代表理事　松田惠明

海の森づくりニュースレター2011.004号を昨年８月の003号に続き発行する運びとなりました。
この機会をお借りして、御協力・御支援を頂いた方々に謝意を表したく存じます。
読者の皆様方からの寄稿をお待ちしております。ホットな活動の情報・地域の耳寄りな話題などを下記編集部宛にお届けいただければ
幸いです。

編集部：横浜事務局内　〒241-0801 横浜市旭区若葉台2-25-801 藤野事務局長気付
Tel : 090-4914-2345  Fax : 045-922-3448 email : shujiro.fujino@mbe.nifty.com
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2009年度に開催しました第３回こんぶサミットのシ

ンポジウム第２部「海との共生を目指した東京湾の環

境修復と海の森づくり」の結論で、これまでの縦割り

アプローチのネットワーク化を強化することの重要性

が指摘され、2011年度事業計画として「東京湾の環境

と魚たち、今・昔」シンポジウム事業が検討されてき

ました。最終案は、次のようなものです。

【趣旨・目的】多くのユニットが東京湾の環境改善に取

り組んでいるが、磯焼け、赤潮、青潮等は、今も続いて

おり、これまでの縦割りアプローチのネットワーク強化

が指摘されています。本事業の目的は、多種多様な当事

者に広く参加を呼びかけ、コミュニケーションネットワ

ークの強化を図り、東京湾を良くしたいという動きをク

ローズアップし世論を喚起することです。そして東京湾

の環境改善に向けたより望ましい将来展望を構築するこ

とです。と同時に、それらの活動を財政支援する「海の

森づくり基金」発起人会の創設を通して、これまでの東

京湾の環境再生に弾みをつけることです。

【活動の概要】本事業は、シンポジウムと関連イベン

トからなります。９月初旬開催予定のシンポジウムは、

東京湾の環境改善に関心を持つ個人・団体を対象と

し、第１部では「東京湾の変貌と江戸前の魚」、第２

部では「東京湾の環境修復」をテーマとし、最後に、

第３回こんぶサミットで披露された「海の森づくり基

金」発起人会を創設します。東京湾の食用海藻の展示

会並びに海藻の薬膳料理教室なども並行して開催いた

します。会場は東京海洋大学です。本シンポジウムの

特徴は、これまでのアプローチを復習するとともに、

現状を見て、東京湾環境修復ネットワークの課題を整

理し、より望ましい将来展望を開く開放型ネットワー

クを構築し、それらの活動を財政支援する基金の創設

準備をすることです。

なお、当協会のアプローチは既存のアプローチの枠

外にあったために、関連イベントを通して広く東京湾

の環境改善に興味を持つ人たちと接触する必要があり

ます。従って、関連イベントは、その人たちに、大型

海藻を主体とした海の森づくりの重要性、種糸の斡旋、

海洋施肥共同試験、生産物の利活用等当協会のアプロ

ーチを紹介しようとする物です。具体的には、１）４

月か５月のモデル地壱岐ツアー（壱岐東部漁協との共

催）、２）５月の磯ツアー（観音崎自然公園との共催

於観音崎自然公園）、３）５月の干潟ツアー（日本自

然保護協会東京連絡会との共催　於多摩川河口）、４）

７月18日の海の記念日開催予定の海藻おしば体験教室

（東京海洋大学との共催　於東京海洋大学）です。

ご期待下さい！！

【助成申請の限界】2009年度は日本財団・MSIGスマイ

ルハートクラブからの助成と日本農産工業株式会社等

からの大口寄付で財政は豊かでしたが、2010年度は不

況の真っ只中で、応募した計７件の助成申請が全て不

採用に終わり、当協会はピンチにたたされております。

助成申請の機会は多くできましたが、何れも競争は２

倍以上で、非常に厳しい状況がつづいています。また、

大型の助成になれば、20％以上の自己負担が要求され

ます。さらに、結果は採用・不採用の二者択一ですの

で、そのリスクも非常に大きいのです。このようなこ

とから、助成金は財政基盤強化には、あまり使えない

と実感しました。

従って、財政基盤強化の基はなんと言っても、会費

収入と寄付金です。

【会費収入の重要性】2009年度の入会金・会費収入合

計は約94万円でした。内特別賛助会員会費収入が70万

円で、会費総収入の74％を占めています。2007年度に

開催した第２回こんぶサミットを契機に、特別賛助会

員制度を作りましたが、現在は４団体・企業です。年

会費１万円の賛助団体会員は３社です。従って、2011

年には、新規に特別賛助会員を20団体以上、賛助団体

会員を50団体以上に仲間に加わっていただきたいと願

っております。当協会の申し合わせ事項13に従い、特

別賛助会員を勧誘された方には、その特別賛助会員が

存在する限り、該当年会費（100,000円）の10％に相当

する10,000円／件／年を活動実費（交通費・業務委託

費・通信費・消耗品費等）として領収書と引き換えで

支給致します。

【認定NPO制度・他】現在、寄付者が税制上の特典を

受けることができる認定NPO制度を是非とも活用した

いと考え、申請中です。さらに、国が検討中の2011年

度税制改正法案が通れば、「特定寄付信託制度」がで

2011年度事業計画「東京湾の環境と魚たち、今・昔」
シンポジウム事業　　　　　　　　　　　　代表理事 松田惠明

2011年度事業計画「東京湾の環境と魚たち、今・昔」
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主催：特定非営利活動法人NPO事業サポートセンター

事業説明：内閣府　政策統括官（経済社会システム担

当）

趣旨：①定義；「新しい公共」とは、従来は官が独占

してきた領域を「公
おおやけ

」に開き、市民・

企業・NPOなどが共に支えあう仕組み、

体制が構築されたもの。

②目的；新しい公共支援事業は、「新しい公共」

の担い手となるNPO等の自律的活動を

後押しし、新しい公共の拡大と定着を

図るもの。

道筋：新しい公共事業の実施により、NPO等にとって

は、寄付や融資を受けやすい環境が構造的に整備

され、ボランティアネットワークや情報提供など

の人的又は技術的な活動基盤の整備が進むことに

より、NPO等の活動が自立・定着していく。

環境整備：公的サービスの無駄のない供給に向け、NPO

等が自ら資金調達し、自律的に活動すること

が可能となるよう、環境整備を進める。

事業イメージ：①活動の阻害要因の根本的解決に向け

た取り組み、つなぎ融資・地域金融

から（２年間の暫定）の融資円滑

化・活動基盤に対する支援（財務諸

表作成・ネットワークづくり・PR等）

②行政独占の公的事業をNPO等に開い

ていく取り組みなど、モデル事業の

推進と評価

目指す効果：①「新しい公共」の活動の阻害要因の根

本的解決

②政府に依存しないNPO等の自律的な活

動による公的サービスの無駄のない供給

③地域における雇用や参加の場の拡大

き、本夏から、NPOに対する寄付額の50％は、簡単な

手続で、所得税額から控除されることになります。こ

のような税制上のメリットを生かし、当協会に対する

寄付をお願いしようと考えております。なお、現在、

検討中の2011年度事業「東京湾の環境と魚たち、今・

昔」シンポジウム事業は、第１回海藻サミットに相当

する物で、独）環境再生保全機構平成23年度地球環境

基金に助成申請いたしております。この事業の結びと

して、第３回こんぶサミットで提案した海の森づくり

運動を財政支援する「海の森づくり基金」発起人会の

創設を目指しております。

以上、当協会の財政強化に対する皆様方の御支援・

御協力を重ねてお願い申し上げます。

新しい公共支援事業について　　　　幹事長・理事 藤野　修二郎新しい公共支援事業について　　　　幹事長・理事 藤野　修二郎3.3.
平成22年11月30日に霞が関ナレッジスクエアにおいて開催された「新しい公共支援
事業」意見交換会に参加して

新しい公共支援事業の基本スキーム 

国 

NPO等を後押し 
する事業を実施 

寄附・参加 

交付金 

事業のガイド 
ライン作成等 

透明性の高い官民 
協働の仕組み 

新しい公共支援 
協議会（仮称） 
NPO代表者 

運営委員会（仮称） 
（支援事業選定等） 

連絡調査 

市民・民間事業者等 

地域のNPO等 

都道府県 



NPO活動の阻害要因

１．資金不足

２．人材不足

３．参加者不足

４．信頼不足

５．活動拠点不足

等あるが、内閣府に対する意見・提案として下記の項

目を文書で提出しました。

１．人材不足＝「人材育成支援」、役職に応じた人材

育成研修、管理職（マネジメント、ファンドレイ

ジング、事業開発・実行能力）、事務職（会計・

財務、労働・社会保険、IT知識）、共通研修（コ

ミュニケーション、PR、メディア対応）、資格制

度設定などを提案。

２．資金不足＝「寄付集め支援」、多くのNPO団体が

認定NPO法人化を目指すことが極めて重要。

①寄付集めノウハウの共有化、

②寄付する側の個人・団体・企業のメリットを分

かり易くPR、

③寄付を望んでいる団体と寄付をしてもよいとす

る個人・団体・企業とをマッチングさせる仕組

みの構築、

３．人材・資金欠落＝「事業推進支援」

NPOの資金源は、寄付金・会費、委託・助成事

業費、自主事業費に分類される。

①委託・助成事業中心のNPO：行政が独占してき

た「公」を行政でなければできない事業を除き、

全てNPOへ委譲という事業仕訳が必要。

②「公」の予算付け方法：　つなぎ融資利子補給、

保証料負担は暫定措置であり、前払い金・概算

払いへの変革が実行性という見地から望まれ

る。

③「公」事業の進め方：指定管理者制度でも発生

している官製ワーキングプアは社会問題。価格

のみの競争入札制度による公共サービスの低下

や劣化など労働環境の見直し必要。総合評価方

式・最低制限価格制度の導入を都道府県に指導

するよう要望する。

④全国ベストプラクティス成功事例のノウハウ収

集と広く紹介するウエブ構築を推奨する。

４．参加者不足＝「市民参加支援」

①退職者の大半が社会貢献を希望しているという

調査結果と実際の参画者が少ないという実態と

の乖離。「ちょいボラ」の情報提供システムを

構築することが望まれる。ポイント還元制度の

導入も検討。

②団塊世代の動機は自己実現と名誉が第一なる

も、参画の輪を広げるためには、弁当代・交通

費程度を負担できるようにNPOを育成する必要

あり。

５．情報発信不足＝「行政等や公共性の高い広報ツー

ルの活用支援」

①学校教育や社会教育を通じて市民参加やボラン

ティアの意義を積極的に普及させることをガイ

ドラインに明記する。

②地方紙・地域誌等を活用して、地元のNPO法人

を紹介することなどが有効。地方自治体の広報

担当者や地方紙・地域誌記者等との関係性を構

築する場の設定が重要。

③地域課題の解決を主眼として寄付やCSRを考え

る地域企業とNPO法人の協働を促進する場の設

定も大切。

６．活動拠点不足＝「公共施設（廃校や余裕教室等）

を活用した拠点整備支援」

①市民生活に身近な福祉などの担い手は、地域

NPOなどが主体。これらの活動を支援するため

には公共施設（余裕教室・廃校・公民館など）

を活用した拠点整備が効果的。

②公共施設を開放・活用させることは、あらゆる

分野のNPOにとっても自立のために極めて有効

な第一歩になる。

７．組織

①内閣府に設置される「新しい公共支援協議会」、

各都道府県に設置される「運営委員会」の人選

により事業目的の遂行の成否が左右される。

②運営委員会メンバーは、提案が偏らないように

実績のある中間支援団体を選出すること。

③運営委員会を選考機能だけでなく、事業の企画

設計・運用管理・事後チェックなどを担わせる

ことも考慮。

８．NPOの中間支援団体の育成強化と積極的な活用

①４万のNPO法人を自立させることは至難。

②100程度の中間支援団体を強化することは可能。

暫定期間の経過後の主要エンジンとなる。

③英国など諸外国の中間支援団体の育成強化・活

用事例に学ぶこと。

④運営委員会メンバーに中間支援団体を選出し、

補強・育成・活用すべし。

「新しい公共支援事業」に関する意見・提案　新しい公共をつくる市民キャビネット



旧知の間柄である神奈川県異業施グループ連絡会議

常務理事の八幡敬和氏と防衛大学校名誉教授の鶴野省

三氏のお勧めで、今回「第１回海藻サミット」開催を

控えた年頭に当り、東京湾南西部に位置する水産の中

枢拠点三浦半島の情報発信の意義を込めて、松田代表

理事に講演をお願いしました。１月24日（月）18：00

～20：30、神奈川新聞横須賀支社５階会議室にて、共

催：神奈川新聞社・神奈川県異業種グループ連絡会議

の第42回「三浦経済人サロン」で松田代表には力作の

パワーポイントで40枚以上ものご講演をして頂きまし

た。当会からは事務局長の藤野修二郎氏、幹事会メン

バーの祝迫敏之氏にもご参加頂きました。松田代表は

講演を引き受けるに当り、「三浦半島のように海に囲

まれたところは、発展する可能性が山ほどあるのに活

かされていない。発想を転換してこれらを活かしまし

ょう。海の森づくりは勉強の場をつくり、可能性を追

求する場と必ずなります。」この事をどうしても伝え

たいという信念のもとにご講演をいただきました。主

な講演内容としては「世界の人口増加、食料危機、陸

の資源の有限性、海の森（人工大規模海中林と海洋施

肥による天然の藻場造成林）の大切さ、海洋資源の重

要性と海洋開発産業への期待、賢い海の利用の重要性、

四囲を海に囲まれたという日本の特徴を生かした国際

貢献は、賢い海の利用のビジネスモデルの発信にある

こと、日本の排他的経済水域の確認、世界に誇れる日

本の水産行政の特徴である「漁業法（共同漁業権を中

心とした漁業管理制度）」や「水産業協同組合法（政

府と民間の協働制度）」、現日中韓漁業協定、政争の具

とされている「鯨を巡る諸問題」、水産に対する誤解

の払拭、発想の転換：50年後のビジョン、栽培業漁業

予算・沿岸漁場整備開発事業予算の各年代別推移、日

本の漁獲量・日中沿岸漁獲量の年代別推移、海の森づ

くりの事例（鹿児島県東町漁協・長崎県壱岐東部漁

協・秋田県の海洋施肥共同試験案）そして「東京湾の

環境と魚たち、今・昔」と題した、平成23年度の事業

にふれ、締めくくりに上杉鷹山の「成せば為る、成さ

ねば為らぬ何事も、成らぬは人のなさぬなりけり」を

引用し、当協会の代表理事としての並々ならぬ決意表

明をし、講演会が終了し参加者からの質疑応答に入っ

た。様々な業界参加者からの質問は多岐に亘り、中で

も印象深かったのは、こんなに素晴らしい活動をして

いることを初めて知った、とか何故もっと積極的な

PRをしないのか等々励ましの言葉を多く拝聴出来、

講演会の成功を印象づけてくれました。

新春第１弾、松田代表理事熱弁!!「もう一つの森づくり―海を巡る諸問題：
尖閣問題・鯨問題・海の森づくり」講演会報告　正会員・広報部長 斎藤　晃顕

新春第１弾、松田代表理事熱弁!!「もう一つの森づくり―海を巡る諸問題：
尖閣問題・鯨問題・海の森づくり」講演会報告　正会員・広報部長 斎藤　晃顕4.4.

【もう一つの森づくり】―海を巡る諸問題：　尖閣問題・鯨問題・海の森づくり―

神奈川新聞横須賀支社長始め、三浦商工会議所議員、

地元NPO理事など約20名の多彩な顔ぶれが参集。

海の森づくり運動の重要性を熱く語る

松田代表理事の講演に熱心に耳を傾けた。



課題 

海の日記念行事「海藻に関する解説講座」及び
「海藻おしば体験教室」開催報告　　　　　　 理事 納土　伸男

海の日記念行事「海藻に関する解説講座」及び
「海藻おしば体験教室」開催報告　　　　　　 理事 納土　伸男5.5.

１．日　時：2010年７月19日（月） 午後１時～４時

２．場　所：港区港南4-5-7 東京海洋大学水産資料館　２階展示室

３．参加者：東京海洋大学　海洋科学部　田中　次郎教授　新井研究生　三瓶研究生　　山田研究生　

海の森づくり推進協会　藤野事務局長　池原理事　納土

４．教室開催の目的

１）田中先生の話では一般市民は「海藻（草）」については殆ど関心がなく、「海藻」を正しく読める人が少ない。

２）広く市民に海藻（草）について関心を持ってもらうための方策として、東京海洋大学での「海の日記念行事」

の一環としての「海藻に関する解説講座」及び「海藻おしば体験教室」を開催した。

３）会場では第３回こんぶサッミト用の冊子と、松田代表理事の著書「海の森づくり」の展示・販売案内を行なった。

また入場者に当協会への入会案内書を配布した。

会場入り口の案内 受付風景



５．用意した海藻の種類（緑藻、褐藻類、紅藻類）

１）ヒトエグサ ２）ウスバアオノリ ３）ホソエダアオノリ ４）タマハハキモク

５）イソモク ６）タマイタダキ ７）ユカリ ８）トサカノリ

９）ホバナシノハナ 10）マクサ 11）ホソバノトサカモドキ

６．海藻に関する解説講座

１）海藻おしば体験教室の開催に先立って、田中先生から本日使用する海藻について簡単な紹介があった。

２）続いて藻場の果たす重要性についての解説が行なわれた。

３）更に海藻の美しさについても写真を利用して説明があった。

７．おしばの制作

１）作品は後日制作者のもとへ郵送するために、作業を始める前に封筒と台紙に制作者の住所と名前を記入して貰った。

２）短冊型の台紙に海藻を竹串でバットから掬い上げ、海藻の形や色をデザインしながらおしば作りを行なった。

３）出来上がった作品は田中研究室へ持ち帰り、完全に乾燥させた後ラミネート加工して後日制作者宛に郵送した。

４）海藻おしばの作品は合計80点が制作された。

８．今後の検討課題

１）東京海洋大学の田中研究室による全面的な協力が無ければ、協会単独ではこの教室の開催は出来なかった。今

後とも大学側との密接な連携を継続する必要がある。

２）参加者は大学近隣の住人と学生が大半で、当初目標とした親子連れの参加者が少なかった。親子連れの 参加者

を増やす対策が必要である。

３）当協会の活動状況を紹介する資料が、会場入り口のポスター、こんぶサミット用の冊子、松田代表理事の著書

だけでは質量共に不足している。以下のような資料を準備する必要がある。

・大型の「海の森」の水中写真

・こんぶ種糸を利用したこんぶ養殖の水中写真と、こんぶ種糸の全国での使用状況

・こんぶ種糸を利用したこんぶ養殖マニュアル

・宇和島や壱岐での「こんぶ収穫祭」の写真

４）今後大学側との協議が必要であるが、水産資料館を「海の森づくり」運動の活動状況をPRする場所として使用

する事が出来ないか検討する必要がある。

海藻おしば制作風景－2 乾燥中の作品

田中先生の講義 海藻おしば制作風景－１



私達は、内閣府認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。当協会の詳細についてはホー
ムページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会申込書

当協会の趣旨にご賛同の上、入会をご希望の方は、下記の会員種別をご参照いただき、添付の入会申込書を電子メール又は
ファックスでお送りください。

＊この情報は会員への通信以外には使用しません。
＊上記住所宛に入会申込書と郵便振替用紙を送付いたしますので、入会金・年会費をお振込みください。

私は、「海の森づくり推進協会」の会員になりたいので、ここに入会を申し込みます。

年　　月　　日

会員種別 入会金（円） 年会費（円） メ　モ

正会員 1,000 3,000
総会に議決権を持って参加できます。したがっ
て総会に出席する方に限定されます。イベント
や会の情報をお知らせします。

賛助会員 1,000
個人：1000
団体：10,000

イベントや会の情報をお知らせします。

特別賛助会員 免除 100,000
対象は企業、団体、個人。
イベントや会の情報をお知らせします。

ネットワーク会員 免除 免除
イベントや協会の情報をネットを通じて流しま
す。

氏　名

会員の種別

（該当の種別に○を

つけてください）

正会員

賛助個人会員、賛助団体会員、

特別賛助会員、ネットワーク会員

住所
〒

所属団体名
（肩書き）

連絡先電話番号

E-mailアドレス

FAX番号

ふりがな

海の森づくり推進協会事務局 会員担当：高橋　一人

（Tel：050-1212-7734 Fax：018-833-7734 e-mail：kazuhito.t@showas.co.jp）

あなたも私達といっしょに活動しませんか

海の森づくり運動の３つのスローガン
１．山・川・海の健康を取り戻そう！

２．海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！

３．“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

印

NPO「海の森づくり推進協会」会員募集のご案内NPO「海の森づくり推進協会」会員募集のご案内


